
サ
ン
ト
リ
ー
食
品
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
「
サ
ン
ト

リ
ー
天
然
水
」
「
ボ
ス
」

「
伊
右
衛
門
」
「
サ
ン
ト
リ

ー
烏
龍
茶
」
「
グ
リ
ー
ン
ダ

カ
ラ
」
の
各
ブ
ラ
ン
ド
が
昨

年
実
績
に
貢
献
し
た
。

１６
年
に
１
億
�
の
大
台
を

突
破
し
た
「
サ
ン
ト
リ
ー
天

然
水
」
は
、
本
体
（
プ
レ
ー

ン
タ
イ
プ
）
の
伸
長
に
加
え

「
サ
ン
ト
リ
ー
天
然
水
Ｐ
Ｒ

Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｍ

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｎ
Ｉ

Ｎ
Ｇ

Ｔ
Ｅ
Ａ
」
が
増
分
と

し
て
乗
っ
か
り
７
％
増
の
１

億
８
０
０
万
�
と
な
っ
た
。

「
ボ
ス
」
は
昨
年
４
月
に

発
売
し
た
「
ク
ラ
フ
ト
ボ

ス
」
の
１
千
万
�
の
大
ヒ
ッ

ト
に
加
え
て
シ
ョ
ー
ト
缶
が

健
闘
し
、
６
％
増
の
９
千
９

０
０
万
�
。
無
糖
茶
も
好
調

と
な
っ
た
。
「
伊
右
衛
門
」

が
２
％
増
の
５
千
６
４
０
万

�
、
「
サ
ン
ト
リ
ー
烏
龍

茶
」
が
２
％
増
の
２
千
６
２

０
万
�
と
な
り
、
「
Ｇ
Ｒ
Ｅ

Ｅ
Ｎ

Ｄ
Ａ
・
Ｋ
Ａ
・
Ｒ
Ａ

や
さ
し
い
麦
茶
」
も
前
年

を
大
幅
に
上
回
っ
た
。

一
方
、
炭
酸
飲
料
は
「
デ

カ
ビ
タ
Ｃ
」
が
昨
春
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
効
果
で
１
千
万
�

強
へ
と
拡
大
し
た
が
、
「
ペ

プ
シ
」
と
「
オ
ラ
ン
ジ
ー

ナ
」
が
振
る
わ
な
か
っ
た
。

対
す
る
ト
ッ
プ
の
コ
カ
・

コ
ー
ラ
シ
ス
テ
ム
は
「
コ
カ

・
コ
ー
ラ
」
が
好
調
。
「
Ｔ

ａ
ｓ
ｔ
ｅ

ｔ
ｈ
ｅ

Ｆ
ｅ

ｅ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ
」
の
タ
グ
ラ
イ

ン
で
商
品
を
「
コ
カ
・
コ
ー

ラ
」
ブ
ラ
ン
ド
の
も
と
に
統

合
し
た
ワ
ン
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

を
１６
年
に
引
き
続
き
遂
行
し

た
こ
と
に
加
え
て
、
「
コ
カ

・
コ
ー
ラ
」
初
の
ト
ク
ホ

「
コ
カ
・
コ
ー
ラ

プ
ラ

ス
」
を
発
売
し
て
ブ
ラ
ン
ド

計
で
５
％
増
と
推
定
。
飲
料

計
で
は
「
ジ
ョ
ー
ジ
ア
」
な

ど
が
振
る
わ
ず
、
ほ
ぼ
横
ば

い
の
５
億
５
０
０
万
�
と
推

定
さ
れ
る
。

３
位
の
ア
サ
ヒ
飲
料
は
ト

ー
タ
ル
１
％
増
の
２
億
５
千

３
６
５
万
�
。
「
ウ
ィ
ル
キ

ン
ソ
ン
」
が
２２
％
増
の
１
千

６
３
０
万
�
、
「
カ
ル
ピ

ス
」
を
中
心
と
す
る
乳
性
が

８
％
増
の
４
千
１
２
７
万
�

と
な
っ
た
こ
と
が
寄
与
し

た
。４

位
の
伊
藤
園
は
ボ
リ
ュ

ー
ム
ゾ
ー
ン
で
あ
る
「
お
～

い
お
茶
」
を
中
心
と
す
る
日

本
茶
・
健
康
茶
の
健
闘
に
加

え
て
、
野
菜
や
果
実
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
が
伸
長
し
全
体
で
２

％
増
の
２
億
３
千
２
６
０
万

�
と
な
っ
た
。

キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
は

「
フ
ァ
イ
ア
」
が
大
き
く
足

を
引
っ
張
っ
た
中
、
主
力
の

「
午
後
の
紅
茶
」
と
「
生

茶
」
が
好
調
と
な
り
ト
ー
タ

ル
２
％
減
の
２
億
２
千
６
０

８
万
�
に
踏
み
と
ど
ま
っ

た
。
「
午
後
の
紅
茶
」
は
１６

年
に
続
き
２
年
連
続
で
５
千

万
�
を
突
破
し
て
過
去
最
高

を
更
新
し
、
２
％
増
の
５
千

２
５
２
万
�
。
こ
れ
に
よ
り

「
午
後
の
紅
茶
」
の
ド
ラ
イ

商
品
は
８
年
連
続
の
プ
ラ
ス

と
な
っ
た
。
「
生
茶
」
は
５

％
増
の
２
千
７
５
４
万
�
で

着
地
し
た
。

大
塚
グ
ル
ー
プ
は
「
マ
ッ

チ
」
や
「
オ
ロ
ナ
ミ
ン
Ｃ
」

が
健
闘
し
た
も
の
の
ウ
ォ
ー

タ
ー
類
な
ど
が
振
る
わ
ず
ト

ー
タ
ル
で
微
減
。
ダ
イ
ド
ー

ド
リ
ン
コ
は
ほ
ぼ
横
ば
い

（
２
―
１２
月
）
。
ポ
ッ
カ
サ

ッ
ポ
ロ
フ
ー
ド
＆
ビ
バ
レ
ッ

ジ
は
飲
料
計
で
微
減
と
な
っ

た
が
、
注
力
カ
テ
ゴ
リ
ー
の

「
キ
レ
ー
ト
レ
モ
ン
」
を
中

心
と
し
た
レ
モ
ン
飲
料
が
１７

％
増
、
茶
系
飲
料
が
１０
％
増

と
そ
れ
ぞ
れ
伸
長
し
た
。

飲
料
業
界
で
販
売
増
は
、

工
場
の
稼
働
率
向
上
な
ど
に

も
つ
な
が
り
利
益
面
に
大
き

く
貢
献
す
る
。
た
だ
し
近
年

は
、
利
幅
の
薄
い
大
型
Ｐ
Ｅ

Ｔ
を
抑
え
る
な
ど
利
益
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
図
っ
た
数
量
一

辺
倒
で
は
な
い
戦
い
方
が
目

立
っ
て
き
て
い
る
。

塩
業
界
の
２
０
１
８
年
は
値
上
げ
の
一
言
に
尽
き
る
。
こ
れ
ま
で
塩

は
必
要
以
上
に
価
格
を
下
げ
て
き
た
が
、
も
は
や
そ
れ
で
は
経
営
が
成

り
立
た
な
い
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
燃
料
費
や
設

備
維
持
費
の
上
昇
は
自
社
努
力
で
吸
収
で
き
る
レ
ベ
ル
に
な
く
、
元
売

に
と
っ
て
も
物
流
費
ア
ッ
プ
が
大
き
く
効
い
て
き
た
。
今
こ
そ
、
大
手

製
塩
メ
ー
カ
ー
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
業
界
が
健
全
な
競
争

に
立
ち
戻
り
、
再
生
産
可
能
な
収
益
確
保
へ
自
立
す
る
必
要
が
あ
る
。

価
格
改
定
の
正
否
は
塩
業
界
の
将
来
の
鍵
を
握
る
。

������

ブ
ル
ド
ッ
ク
ソ
ー
ス
は
新

容
器
・
新
商
品
と
新
ブ
ラ
ン

ド
の
展
開
を
通
じ
、
ソ
ー
ス

事
業
の
拡
充
、
ソ
ー
ス
以
外

の
事
業
領
域
の
拡
大
を
図

る
。
２
月
か
ら
新
生
産
ラ
イ

ン
を
本
格
稼
働
。
新
容
量
・

新
容
器
の
２
０
０
�
Ｐ
Ｅ
Ｔ

ボ
ト
ル
を
採
用
し
た
ソ
ー

ス
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、
た
れ

を
２
月
２０
日
か
ら
発
売
す

る
。
子
会
社
の
イ
カ
リ
ソ
ー

ス
も
ソ
ー
ス
、
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
拡

充
。
石
垣
幸
俊
ブ
ル
ド
ッ
ク

ソ
ー
ス
社
長
兼
イ
カ
リ
ソ
ー

ス
社
長
は
１７
日
に
都
内
で
開

い
た
新
ブ
ラ
ン
ド
・
新
商
品

発
表
会
で
「
ブ
ル
ド
ッ
ク
ソ

ー
ス
グ
ル
ー
プ
は
、
時
代
の

変
化
に
対
応
し
、
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
す
」
と
強
調
し

た
。新

容
器
は
２
０
０
�
Ｐ
Ｅ

Ｔ
ボ
ト
ル
容
器
。
回
す
だ
け

で
簡
単
に
開
栓
で
き
る
キ
ャ

ッ
プ
、
液
だ
れ
し
に
く
く
、

押
し
加
減
で
液
量
を
調
節
で

き
る
ボ
ト
ル
、
は
が
し
や
す

い
ラ
ベ
ル
が
特
徴
だ
。
ブ
ル

ド
ッ
ク
ソ
ー
ス
は
２
０
０
�

新
容
器
を
採
用
し
た
ソ
ー
ス

８
品
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
・
た

れ
８
品
の
計
１６
品
を
２
月
２０

日
か
ら
新
発
売
す
る
。

ソ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
レ

ギ
ュ
ラ
ー
ソ
ー
ス
の
「
ウ
ス

タ
ー
ソ
ー
ス
」
「
濃
厚
ソ
ー

ス
」
「
と
ん
か
つ
ソ
ー
ス
」

（
各
税
別
希
望
小
売
価
格
１

８
０
円
）
、
素
材
や
健
康
感

を
追
求
し
た
「
有
機
野
菜
使

用
の
ソ
ー
ス
」
「
有
機
野
菜

使
用
塩
分
・
糖
類
・
カ
ロ
リ

ー
５０
％
カ
ッ
ト
ウ
ス
タ
ー
ソ

ー
ス
」
「
同
中
濃
ソ
ー
ス
」

（
各
２
５
０
円
）
、
フ
ラ
イ

を
新
感
覚
で
食
べ
ら
れ
る

「
芳
醇
ス
パ
イ
シ
ー
ク
ミ
ン

ソ
ー
ス
」
「
コ
ク
深
果
実
と

み
そ
の
ソ
ー
ス
」
（
各
２
６

０
円
）
を
投
入
す
る
。

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、
た
れ
に

つ
い
て
は
、
新
ブ
ラ
ン
ド

「
＆
Ｂ
ｕ
ｌ
ｌ
―
Ｄ
ｏ
ｇ

（
ア
ン
ド
ブ
ル
ド
ッ
ク
）
」

を
立
ち
上
げ
、
同
ブ
ラ
ン
ド

か
ら
「
３
種
の
赤
野
菜
ド
レ

ッ
シ
ン
グ
ソ
ー
ス
」
「
り
ん

ご
と
シ
ナ
モ
ン
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
ソ
ー
ス
」
「
玉
ね
ぎ
と
野

菜
酢
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
ソ
ー

ス
」
「
ゆ
ず
と
青
唐
辛
子
ノ

ン
オ
イ
ル
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
ソ

ー
ス
」
「
滋
養
ス
パ
イ
ス
ノ

ン
オ
イ
ル
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
ソ

ー
ス
」
（
各
２
８
０
円
）
、

「
３
種
の
ね
ぎ
と
塩
か
け
る

た
れ
」
「
し
ょ
う
が
か
け
る

た
れ
」
「
ご
ま
と
に
ん
に
く

か
け
る
た
れ
」
（
各
２
６
０

円
）
を
投
入
す
る
。

イ
カ
リ
ソ
ー
ス
は
新
容
器

を
採
用
し
た
「
か
け
た
酢
ち

ょ
い
た
酢
ソ
ー
ス
」
２
品

（
各
１
８
０
�
入
り
、
２
９

０
円
）
、
健
康
志
向
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
３
品
（
各
１
４
０
�

入
り
、
３
７
０
円
）
を
２
月

２０
日
か
ら
新
発
売
。
「
野
菜

の
ド
レ
ス
」
シ
リ
ー
ズ
の
展

開
も
強
化
。
「
す
り
お
ろ
し

洋
風
オ
ニ
オ
ン
」
な
ど
の
３

品
（
各
２
０
０
�
入
り
、
２

０
０
円
）
を
新
た
に
投
入

し
、
「
ゆ
ず
」
な
ど
の
３
品

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
。

石
垣
社
長
は
１７
日
の
発
表

会
で
、
グ
ル
ー
プ
の
事
業
領

域
に
言
及
。
ウ
ス
タ
ー
ソ
ー

ス
類
に
つ
い
て
「
（
時
代
な

ど
の
変
化
を
踏
ま
え
て
）
新

商
品
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

で
、
ま
だ
拡
充
で
き
る
。
ま

だ
こ
こ
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
は
大
き
い
」
と
述
べ
、

ソ
ー
ス
事
業
を
拡
充
す
る
考

え
を
示
し
た
。

一
方
、
周
辺
領
域
に
つ
い

て
は
「
ド
メ
イ
ン
同
士
の
垣

根
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
ブ

ル
ド
ッ
ク
ソ
ー
ス
グ
ル
ー
プ

と
し
て
も
新
た
な
ド
メ
イ
ン

に
入
っ
て
い
く
」
と
強
調
。

既
に
周
辺
領
域
に
参
入
し
て

い
る
イ
カ
リ
ソ
ー
ス
に
続

き
、
ブ
ル
ド
ッ
ク
ソ
ー
ス
も

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、
た
れ
に
新

た
に
参
入
す
る
考
え
を
強
調

し
た
。

ソ
ー
ス
事
業
の
拡
充
、
事

業
領
域
の
拡
大
・
拡
充
を
支

え
る
の
が
新
容
器
を
採
用
し

た
新
商
品
の
発
売
、
そ
の
た

め
に
約
２８
億
円
を
投
じ
て
実

施
し
た
ブ
ル
ド
ッ
ク
ソ
ー
ス

館
林
工
場
（
群
馬
県
館
林

市
）
で
の
新
生
産
ラ
イ
ン
の

増
設
だ
。
館
林
工
場
の
生
産

床
面
積
は
１
万
２
０
０
�
か

ら
３３
％
増
の
１
万
３
千
６
０

０
�
に
、
年
間
生
産
能
力
は

１
万
４
千
�
か
ら
４０
％
増
の

２
万
�
に
、
生
産
品
目
は
２２

品
目
か
ら
８０
％
増
の
４０
品
目

に
増
強
さ
れ
る
。
同
工
場
を

主
力
工
場
と
し
て
、
ソ
ー
ス

事
業
の
拡
充
、
事
業
領
域
の

拡
大
・
拡
充
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
考
え
だ
。

１１
年
以
来
７
年
ぶ
り
と
な

る
国
内
製
塩
大
手
４
社
＋
輸

入
塩
大
手
１
社
に
よ
る
業
務

用
塩
の
価
格
改
定
が
４
月
に

行
わ
れ
る
。
国
内
塩
４
社

（
ダ
イ
ヤ
ソ
ル
ト
、
ナ
イ
カ

イ
塩
業
、
鳴
門
塩
業
、
日
本

海
水
）
の
値
上
げ
幅
は
お
お

む
ね
１８
～
２０
％
。
メ
ー
カ
ー

に
よ
っ
て
は
５
・
５
円
、
あ

る
い
は
６
円
と
い
う
キ
ロ
グ

ラ
ム
換
算
で
打
ち
出
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ボ
イ
ラ

ー
燃
料
の
石
炭
な
ど
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
費
が
急
上
昇
し
て
い

る
こ
と
が
大
き
い
が
、
そ
れ

以
上
に
安
全
・
安
心
要
求
が

高
ま
る
中
で
将
来
に
向
け
た

安
定
供
給
確
保
に
向
け
て
、

設
備
投
資
費
が
大
き
く
膨
ら

ん
で
き
た
こ
と
も
あ
る
。

一
方
、
輸
入
塩
大
手
の
日

本
食
塩
製
造
・
日
本
精
塩
は

値
上
げ
幅
は
示
し
て
い
な
い

も
の
の
同
時
期
の
値
上
げ
を

予
定
し
、
さ
ら
に
今
秋
行
わ

れ
る
三
菱
商
事
や
三
井
物
産

な
ど
大
手
商
社
に
よ
る
輸
入

原
塩
の
契
約
更
改
で
は
値
上

が
り
が
予
想
さ
れ
る
。
中
間

流
通
を
担
う
塩
元
売
に
と
っ

て
は
物
流
費
上
昇
が
大
き
な

コ
ス
ト
負
担
と
な
っ
て
経
営

に
大
き
く
の
し
か
か
る
。
塩

の
輸
送
に
必
要
な
海
上
運
賃

も
環
境
負
荷
低
減
や
船
員
不

足
な
ど
に
よ
り
中
長
期
的
に

は
上
昇
す
る
傾
向
が
想
定
さ

れ
る
。

こ
の
よ
う
に
業
務
用
塩
を

取
り
巻
く
環
境
は
軒
並
み
値

上
げ
の
ベ
ク
ト
ル
を
指
し
示

し
、
上
位
５
社
は
値
上
げ
方

針
で
揃
い
踏
み
し
た
。
そ
の

際
の
考
え
方
と
し
て
最
も
重

要
な
こ
と
は
、
目
先
の
商
売

を
取
る
か
、
そ
れ
と
も
将
来

の
生
き
残
り
を
取
る
か
と
い

う
選
択
で
あ
ろ
う
。
全
体
需

要
が
低
迷
す
る
中
で
、
目
先

の
数
量
欲
し
さ
に
大
手
製
塩

メ
ー
カ
ー
が
動
け
ば
、
価
格

改
定
は
成
し
得
な
い
。

現
在
、
国
内
塩
は
過
去
の

７
社
７
工
場
体
制
が
４
社
５

工
場
と
、
専
売
時
代
に
必
要

と
試
算
さ
れ
た
２
工
場
廃
止

が
結
果
的
に
達
成
さ
れ
た
形

と
な
っ
て
お
り
、
安
定
供
給

に
必
要
な
筋
肉
質
な
生
産
体

制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
以
上
の
廃
業
・
淘
汰
が
あ

れ
ば
、
相
当
量
輸
入
塩
に
シ

フ
ト
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

で
き
れ
ば
国
内
塩
を
使
い
た

い
と
い
う
ユ
ー
ザ
ー
の
中
に

は
輸
入
塩
に
シ
フ
ト
せ
ざ
る

を
得
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
が

出
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

で
は
ユ
ー
ザ
ー
の
要
望
に
完

全
に
応
え
る
こ
と
に
は
な
ら

な
い
。

塩
は
全
食
品
の
製
造
に
不

可
欠
な
基
礎
物
資
で
あ
り
、

安
定
供
給
に
支
障
を
来
す
こ

と
は
国
家
的
な
損
害
に
つ
な

が
る
。
ま
し
て
国
際
社
会
で

国
内
製
造
を
強
化
・
訴
求
す

る
こ
と
は
、
国
産
新
興
や
国

産
製
品
の
輸
出
拡
大
に
力
を

入
れ
る
現
政
権
の
方
針
に
も

合
致
す
る
。
現
在
の
４
社
５

工
場
を
核
に
、
供
給
し
切
れ

な
い
分
野
は
輸
入
塩
で
補
う

と
い
う
今
日
ま
で
に
形
成
し

て
き
た
日
本
の
供
給
体
制
を

維
持
・
存
続
す
る
こ
と
が
何

よ
り
重
要
で
あ
る
。

取
り
扱
う
商
品
は
塩
だ
け

に
製
造
設
備
は
腐
敗
・
老
朽

化
が
進
み
や
す
く
、
毎
年
、

相
当
な
維
持
投
資
を
し
な
け

れ
ば
高
ま
る
安
全
・
安
心
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
業
務
用
ユ
ー
ザ
ー
か

ら
の
要
望
は
、
こ
れ
ま
で
全

く
気
づ
く
こ
と
の
な
か
っ
た

部
分
に
ま
で
指
摘
が
及
ん
で

お
り
、
そ
れ
に
き
ち
ん
と
対

応
で
き
な
け
れ
ば
取
引
が
継

続
で
き
な
い
ほ
ど
に
厳
格
化

し
て
い
る
。

現
在
の
製
塩
工
場
は
、
既

に
中
身
の
塩
を
き
ち
ん
と
良

い
も
の
を
作
る
体
制
に
な
っ

て
い
る
が
、
今
後
は
消
費
者

の
理
解
を
得
る
た
め
の
見
学

通
路
の
設
置
や
、
包
装
ラ
イ

ン
の
衛
生
強
化
、
定
期
的
な

設
備
更
新
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

な
ど
、
付
帯
設
備
・
サ
ー
ビ

ス
を
含
め
て
食
品
工
場
と
し

て
必
要
な
投
資
を
継
続
し
て

い
か
な
け
れ
ば
業
務
用
塩
の

信
頼
確
保
は
難
し
い
。

こ
れ
か
ら
の
安
全
・
安
心

に
向
け
て
、
ま
ず
は
国
内
塩

４
社
が
主
導
権
を
握
り
、
安

定
し
て
維
持
投
資
が
で
き
る

環
境
を
作
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
価
格
改

定
を
実
現
す
る
こ
と
が
最
大

の
テ
ー
マ
と
な
る
。

石垣社長㊧と佐伯舞ブルドックソースマーケ
ティング部商品企画グループリーダー
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帝
国
デ
ー

タ
バ
ン
ク
が

先
月
発
表
し

た
「
清
酒
メ

ー
カ
ー
の
経

営

実

態

調

査
」
に
よ
れ

ば
、
国
内
清
酒
メ
ー
カ
ー

の
１６
年
度
合
計
売
上
高
は

前
年
度
比
０
・
６
％
増
の

４
千
４
１
６
億
円
余
と
な

り
、
５
年
連
続
で
前
の
年

度
を
上
回
っ
た
▼
こ
れ
は

醸
造
技
術
の
水
平
展
開
を

進
め
る
大
手
だ
け
の
数
字

で
は
な
い
。
集
計
企
業
数

は
１
千
７７
社
で
、
全
メ
ー

カ
ー
（
１
千
２
５
４
社
）

の
９
割
弱
を
カ
バ
ー
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
地
方

の
中
小
蔵
元
を
含
む
業
界

全
体
が
成
長
軌
道
に
復
し

た
こ
と
を
裏
付
け
る
▼
し

か
し
、
清
酒
の
課
税
移
出

数
量
は
業
界
売
上
げ
が
上

昇
に
転
じ
た
１２
年
以
降
も

減
り
続
け
て
い
る
。
輸
出

額
も
ま
だ
ま
だ
小
さ
く

（
１６
年
約
４
３
０
億
円
、

財
務
省
貿
易
統
計
）
、
業

界
を
底
上
げ
す
る
ほ
ど
に

は
育
っ
て
い
な
い
▼
で

は
、
な
ぜ
清
酒
業
界
は
持

ち
直
し
た
の
か
。
最
大
の

理
由
は
�
量
か
ら
質
へ
の

転
換
�
だ
ろ
う
。
清
酒
の

国
内
総
生
産
量
に
占
め
る

特
定
名
称
酒
の
割
合
は
、

１５
年
ま
で
の
５
年
間
で
実

に
９
・
４
�
上
昇
（
４２
・

９
％
）
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
高
付
加
価
値
品
へ
の
シ

フ
ト
が
平
均
価
格
を
劇
的

に
押
し
上
げ
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
食

品
業
界
が
胃
袋
の
縮
小
を

乗
り
切
る
た
め
の
ヒ
ン
ト

が
あ
る
。

安
定
供
給
継
続
へ
不
可
避

新春塩

コスト上昇でメーカ
ー、元売がピンチ。値
上げで大荒れ模様。
……………………
きょうの主な内容

�� 塩 版
��～�� 新春塩特集

４４月月のの値値上上げげがが焦焦点点２０１８年
塩業界展望

ブルドックソース

ソ
ー
ス
事
業
拡
充
へ

新
容
量
・
新
容
器
を
導
入

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
・
た
れ
も

天
候
不
順
で
横
ば
い

サ
ン
ト
リ
ー
が
大
幅
数
量
増
１７年飲料

２億２６０８万ケー
ス２％減キリンビバレッジ

２億３２６０万ケー
ス２％増伊藤園

２億５３６５万ケー
ス１％増アサヒ飲料

４億４２９０万ケー
ス３％増サントリー食品インターナショナル

５億５００万ケー
ス （推定）横ばいコカ・コーラシステム

箱数実績前年比メーカー

大手５社の１７年販売実績

１７
年
の
飲
料
販
売
実
績
は
夏
場
に
天
候
不
順
と
な
っ
た
も
の
の
微
増
に
近
い
ほ
ぼ

横
ば
い
で
着
地
し
た
。
市
場
が
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
る
中
、
大
き
く
伸
長
し
た
の
は
シ

ェ
ア
２
位
の
サ
ン
ト
リ
ー
食
品
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
前
年
比
３
％
増
の
４
億
４

千
２
９
０
万
�
を
記
録
。
５
億
�
強
（
推
定
）
の
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
握
る
コ
カ
・
コ

ー
ラ
シ
ス
テ
ム
と
の
差
を
縮
め
る
結
果
と
な
っ
た
。
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